	A.O.M
	S.G.M

	
	


東病棟カンファレンス記録

平成２２年６月３０日　（水）　　　　　司会　寺澤　浩子　　記録　松川智恵子
	東
	橘
	藤原

（香）
	西山
	滝田
	福田
	宮澤
	谷川
	大井
	上口

	年
	深
	準
	休
	○
	○
	○
	休
	○
	欠

	前田
	寺澤
	スバ

ベイ
	小泉

（え）
	藤原

（英）
	小泉

（彰）
	久保
	工藤
	新山
	田口

	深
	○
	遅B
	休
	準
	休
	○
	○
	休
	A留守

	松川
	鈴木
	荒木田
	長濱
	田村
	田端
	佐々木
（真）
	番場
	佐々木(弘)
	横町

	○
	休
	休
	○
	休
	準
	Ｃ留守
	休
	休
	休

	松橋
	
	新谷
	鳥谷部
	附田
	天間
	田中
	
	
	

	深
	
	○
	○
	買物
	休
	休
	
	
	


＜連絡事項＞

· 7月Ｘ線定期検査を7／1(木)に実施します。予定者は、畑中成夫様、柳杭田かつ子様、安達貴浩様、竹内恒子様、勝田ヒモエ様です。

※畑中様に関してはスタッフの人数調整し薬剤使用して実施する事になります。

· 7月心電図定期検査を7／１４(水)14:00～実施します。

· 第1回法人研修(7月13日（火）・7月14日（水）)は講師変更の都合により延期と致します。
日程等が決まり次第ご連絡を致します。
· 明日より7月となります。5月分のカルテを外し、6月分のカルテチェックを行って下さい。

＜患者様連絡＞

· 松橋　清子様～拒薬時の予測指示、6／29～7／13まで指示ありました。

· 木村　格治様～7／1(木)北村皮膚科受診。入院証明書、薬事情報を頼んでいます。

　　　　　　　　　頭痛訴え時カロナール1Ｔ(1日3包まで)7／14まで予測指示継続。

　　　　　　　　　アルサルミン(国療からの胃薬)1日3回が原則として服用。夜間にも屯服用に1包追加するとの予測指示7／13まででています。

· 川守田　惇様～弟様が死んだ事に対し主治医より「しばらくは話さない方が良いでしょう」　

との事で家族へも連絡済です。

· 栗谷川慎平様～臨時薬追加処方となり以後定期となります。

· 菅井　浩子様～本人様より「暇だ」との訴えあり、作業、リハプロ再開の指示ありました。　　

体調、精神状態をみて参加させていきましょう。

· 寺地利代子様～肩痛の訴えありアスモロール1Ｐ処方。

· 入院に伴い部屋移動行っています。

小笠原久年様～１１号室→１４号室

奥寺　　徹様～１４号室→１６号室

片石　信悦様～９号室→１３号室

松林　政道様～１６号室→２号室

＜隔離入室・身体拘束患者様ケース検討＞

· 畑中　成夫様～終日隔離・身体拘束中。

　　　　　　　　　陰部・体の痒み訴えあり、半身浴実施。不穏行動、突発行為ありません。その後より下肢拘束解除しています。昼食時、殆ど摂取せずお膳をひっくり返しています。介入時「いつもの事です。完治するんです」と意味不明な発言聞かれています。現実検討を促し、介入時の突発行為に注意していきましょう。

· 乙部純一郎様～断続的なドア叩き、衣類を破く行為あり室内では全裸で過ごされている。

　　　　　　　　　本日、１０～１１時の間で開放観察実施。他患者様に反応することはありません。月曜日からジプレキサ増薬となっています。精神症状の観察をしていきましょう。

＜要注目患者様＞

· 横山　耕生様～隔離解除し３日目。夜間の睡眠は比較的確保出来ています。タバコに関して　　

の訴えありその都度説明していますが、次々要求を変え訴えられています。了解の悪さありますが、その都度説明し対応してきましょう。

· 松林　政道様～本日１６号室から２号室に移動しています。物のやり取りなど周囲の環境に　

巻き込まれていないか、病状の変化を観察していきましょう。

· 蝦夷森重男様～夜間不眠で経過し、日中寝ていること多い。また夜間他者と物のやり取りを

していることもあり、介入に対し怒り口調となることあります。受け持ちスタッフより、買い物と夜間の睡眠状況について話しをしていきます。

· 寺地利代子様～病状の不安定さ、気分変動あり上手に買物が出来ない状態です。

明日の買物より、嗜好品は１日２００円以内で、週１０００円以内にして　　

ください。日用品の買物は落書き帳かノートを月曜日に１冊。シャンップーやボディーソープなどは外出先で購入します。切手やハガキ、電話券はひかえてください。

衣類購入のため、来週買物に外出する予定です。

＜新入院患者様＞

池野　功一様　(いけの　こういち)　66歳

　　主病名:統合失調症

　　合併症:高尿酸血症

　　入院形態:医療保護入院

　　病棟:東Aユニット

　　主治医:川端先生
　　業者洗濯・買い物カードあり

当院には1回目の入院だが、八戸赤十字病院・湊病院・八戸市民病院への入院歴がある。当院初診は昭和59年3月で外来通院治療をしていた。

平成22年6月29日三戸町保健師より滅裂言動や、落ち着かない状態が続いていて当院への受診を促すが拒否されているとの情報があっていたが、本日、保健師・警察官同行し、本人様の姉も同伴され受診となる。

　　7月1日に母を施設から本人宅に引き取る話がでており、3月から慎重に話を進めていたが、本人様はその事を心配していた様子。5月上旬に母のいる施設で本人様と会った時は特に問題はなかったが、6月22日に自宅訪問をした際、「会いたくない」と言っていて、拒絶・興奮・滅裂言動がみられ、再度の訪問を伝えた際「来たら殺す」や「母がくるなら宇宙に行く」などと話していたとの事。入院治療の必要性があり、本人様に説明すると「あ、そうですか」と話されているが、姉様同意のもと、東Aユニットに薬物調整・症状改善・病状観察目的で、東Aユニットに医療保護入院となる。

　　診察中、医師の質問には答えるが、時に眼光鋭く見ていたり、「薬、古いの使ってんじゃないの」と話されている。
　入院時検査、採血、頭部CT検査実施。入院後臥床し過ごされています。

　

ご家族より、独り暮らしをしていたが、掃除やごみ捨てなどほとんど出来ていなかった、薬も飲んでいなかったとの情報あります。また、人を拒絶し買い物にもほとんど行かず衣類などは通信販売を利用していたとの事。御家族は明日からしばらく不在となるとの事です。

野田頭　真由美(のだがしら　まゆみ)様　　33歳

　主病名:統合失調症

　入院形態:医療保護入院

　病棟:東Aユニット

　主治医:安ヶ平Ｄｒ

　診察医：田名部Ｄｒ

　洗濯、買物カード検討中

当院4回目の入院、3回目（H18。3.11～4.11）退院後は不定期ではあるが外来通院を継続していた。

本日、9時30分、母親より1週間前より「悪戯されている、お尻に注射された」「警察に訴えに行く」等妄想様の症状が憎悪して思考にまとまりがない状況があった。睡眠が不安定で生活リズムが乱れていた。本日9時知人の職場に本人が行き暴言を吐き、三沢警察署が介入している、対応困難の為入院させたいとの電話がある。

11時30分警察3名母親同伴で来院、12時本日の外来担当医である田名部Ｄｒ診察。本人から、上記内容の話し聞かれている。症状が出てきたのは5月始め、「犯されていると思う」「毒をもまされた、せっかんもされた」「家に泥棒が入って来ます」等訴え、今も男の姿が見えると話される。

入院に関しては拒否みられないが、「何日位ですか？」「1ヶ月にして下さい」等強く訴えることあり、同意は浮動的である為、症状改善目的で東Ａユニットに医療保護入院となる。

診察時、母親が泣き出すとハンカチを差し出したり、入院の説明に本人も涙を流す場面がある。

　

5月始めより夜間不眠で経過、家族に対し暴言、暴力行為があったと家族より情報ありました。また、確実に服薬も出来ていなかった様子。「やせたい」と話し、食事摂取量も少なかった。便秘傾向である。

入院後、全粥、常菜だがほとんど摂取していない。

　怠薬がある為服薬状況の観察、夜間の睡眠状況の観察、御家族より便秘の話があった為排便状況の観察をしていきましょう。

